
時
を
超
え
て
生
き
続
け
て
い
る
名

作
だ
。
ま
た
、
近
世
に
は
浄
瑠

璃
・
歌
舞
伎
の
俊
徳
丸
と
継
母
の

物
語
「
摂
州
合
邦
辻
」
も
生
ま
れ
、

今
も
人
気
を
博
し
て
い
る
。

時
代
は
さ
ら
に
下
っ
て
、
同
じ

伝
説
の
源
流
に
遡
っ
て
創
作
さ
れ

た
短
編
小
説
に
、
折
口
信
夫
（
お

り
く
ち
し
の
ぶ
、
1
8
8
7−

1
9
5
3
、

以
下
折
口
）
の
『
身
毒
丸
（
し
ん
と
く

ま
る
）』（
1
9
1
7
年
）
が
あ
る
。

田
楽
法
師
の
子
・
身
毒
丸
が
、
業

病
の
宿
命
を
背
負
い
な
が
ら
、
田

楽
一
座
の
一
員
と
し
て
旅
す
る
暮

ら
し
の
中
に
、
古
代
以
来
の
芸
能

文
化
を
描
い
て
い
る
。

折
口
は
、
国
文
学
と
民
俗
学
を

独
自
の
感
性
で
結
び
つ
け
、
過
去

と
現
在
を
つ
な
ぐ
古
代
学
を
切
り

拓
い
た
、
日
本
の
近
代
を
代
表
す

る
学
者
の
一
人
で
あ
る
と
と
も
に
、

異
能
の
芸
術
家
で
も
あ
っ
た
。
自

ら
の
研
究
成
果
に
基
づ
く
小
説
を

書
き
、
学
問
と
社
会
を
接
続
す
る

こ
と
を
試
み
た
。
ま
た
、
釋
迢
空

の
名
も
持
ち
、
歌
人
や
詩
人
と
し

て
自
ら
の
思
想
に
根
差
す
作
品
を

数
多
く
世
に
問
う
た
。
け
れ
ど
、

折
口
学
と
も
称
さ
れ
る
コ
ス
モ
ロ

ジ
ー
の
原
点
が
、
大
阪
・
上
町
台

地
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
一
般
に
は

時
代
と
と
も
に
変
化
し
な
が
ら

人
々
の
心
と
と
も
に
あ
り
続
け
た
、

救
済
・
包
摂
の
場
、
ア
ジ
ー
ル
と

し
て
の
四
天
王
寺
の
姿
を
見
つ
め

た
。と

り
わ
け
、
中
世
の
民
衆
の
語

り
芸
能
・
説
経
節
の
代
表
作
の
い

く
つ
か
に
描
か
れ
た
、
四
天
王
寺

門
前
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
哀
話
と

救
い
の
物
語
。
苦
し
み
の
境
涯
か

ら
光
の
指
す
方
向
へ
人
生
が
転
換

す
る
、
象
徴
的
な
場
面
に
注
目
し

た
。
そ
の
一
つ
「
し
ん
と
く
丸
」

［
＊
3
］
は
、
河
内
国
の
「
高
安
長

者
伝
説
」
を
も
と
に
つ
く
ら
れ
た

も
の
だ
が
、
同
じ
伝
説
に
依
り
室

町
時
代
に
生
ま
れ
た
能
の
演
目
に

「
弱
法
師
（
よ
ろ
ぼ
し
）」
が
あ
る
。

説
経
節
の
「
し
ん
と
く
丸
」
と

違
い
、
能
の
「
弱
法
師
」
は
四
天

王
寺
の
門
前
に
舞
台
を
絞
っ
て
い

る
。
盲
目
の
物
乞
い
と
な
っ
た
俊

徳
丸
が
、
極
楽
の
東
門
と
呼
ば
れ

る
西
門
・
石
の
鳥
居
の
中
に
沈
む

夕
陽
を
拝
み
、
西
方
浄
土
を
想
念

す
る
、
日
想
観
の
情
景
を
う
た
い

上
げ
、
春
の
彼
岸
の
救
い
の
物
語

へ
昇
華
す
る
、
6
0
0
年
以
上
の

意
外
に
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
残
念

な
こ
と
に
故
郷
・
大
阪
で
は
ほ
と

ん
ど
忘
れ
去
ら
れ
て
い
る
。

今
回
、
連
載
第
4
回
（
最
終
回
）

で
は
、「
か
の
国
文
・
民
俗
学
者

に
し
て
歌
人
　
折
口
信
夫
＝
釋
迢

空
を
生
ん
だ
　〝
野
生
〟
の
都
市
・

大
阪
と
上
町
台
地
を
ゆ
く
」
を

テ
ー
マ
に
、
折
口
の
大
阪
で
の
歩

み
を
追
っ
た
、
今
昔
タ
イ
ム
ズ

V
o
l
・
19
（
図
1
・
図
4
）
を
中

心
と
し
て
、
折
口
学
を
生
ん
だ
大

阪
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
を
見
つ
め
、

そ
の
風
景
の
先
に
未
来
を
想
観
し

た
い
。

大
阪
の
歴
史
・
地
理
的
特
性
と

不
可
分
で
形
成
さ
れ
て
き
た
、
大

阪
の
気
風
の
核
心
を
突
く
も
の
と

思
わ
れ
る
「
野
生
を
帶
び
た
都
會

生
活
」
と
い
う
言
葉
。
大
阪
出
身

の
折
口
自
身
に
よ
る
大
阪
評
で
あ

る
こ
と
を
、
筆
者
が
初
め
て
知
っ

た
の
は
、
2
0
1
7
年
9
月
、
大

阪
の
ま
ち
の
お
地
蔵
さ
ん
と
地
蔵

盆
に
つ
い
て
、
大
阪
民
俗
学
研
究

会
代
表
の
田
野
登
氏
に
講
演
い
た

だ
い
た
、
上
町
台
地 

今
昔
フ
ォ
ー

ラ
ム
V
o
l
・
8
［
＊
4
］
で
の
こ

「
野
生
を
帶
び
た
都
會
生
活
」

と
い
う
言
葉
が
意
味
す
る
こ
と

前
回
、
本
連
載
第
3
回
で
は

「
四
天
王
寺
か
ら
紐
解
く
、
遍
く
救

済
・
再
生
の
物
語
」
を
テ
ー
マ
に
、

『
上
町
台
地 

今
昔
タ
イ
ム
ズ
』（
以

下
、
今
昔
タ
イ
ム
ズ
［
＊
1
］）
V
o
l
・

18
と
、『
上
町
台
地 

今
昔
フ
ォ
ー

ラ
ム
V
o
l
・
18 D

ocum
ent

』

［
＊
2
］
に
フ
ォ
ー
カ
ス
。
受
難
と

再
生
の
物
語
の
舞
台
と
し
て
、

数
々
の
戦
火
や
災
害
に
見
舞
わ
れ

な
が
ら
も
そ
の
都
度
よ
み
が
え
り
、

歴
史
都
市
・
大
阪
の
背
骨
に
当
た
る
上
町
台
地
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
︑

2
0
1
3
年
秋
か
ら
2
0
2
4
年
春
に
か
け
て
︑
約
10
年
に
わ
た
り
20
号
を
編
集
・
発
行
し
た

﹃
上
町
台
地 

今
昔
タ
イ
ム
ズ
﹄︒
過
去
と
の
対
話
を
通
し
︑
現
在
を
見
つ
め
直
し
︑

未
来
へ
つ
な
ぐ
歴
史
実
践
と
し
て
︑
改
め
て
共
有
し
た
い
観
点
を
取
り
上
げ
て
レ
ビ
ュ
ー
す
る
︒

と
だ
っ
た
。

田
野
氏
は
、
大
阪
の
ま
ち
の
あ

ち
こ
ち
で
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る

地
蔵
盆
と
、
地
蔵
の
前
で
繰
り
広

げ
ら
れ
る
踊
り
の
風
景
に
、
大
阪

人
の
D
N
A
と
も
い
う
べ
き
民

俗
を
感
じ
、
あ
る
種
の
野
性
味
と

捉
え
、
民
俗
学
の
先
達
・
折
口
の

言
葉
を
引
き
合
い
に
出
さ
れ
た
。

し
か
し
、
折
口
が
こ
の
言
葉
に
込

め
た
本
心
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
、

は
た
ま
た
折
口
学
の
原
点
が
そ
こ

に
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
、
そ
ん

は
じ
め
に

―
四
天
王
寺
門
前
の
物
語
か
ら
―

な
想
い
を
抱
き
、
筆
者
は
そ
の
言

葉
を
心
の
中
に
留
め
温
め
て
き
た
。

や
が
て
巡
っ
て
き
た
折
口
の
没

後
70
年
・
2
0
2
3
年
に
満
を
持

し
、
今
昔
タ
イ
ム
ズ
V
o
l
・
19

で
折
口
を
フ
ィ
ー
チ
ャ
ー
し
、
改

め
て
「〝
野
生
〟
の
都
市
・
大
阪

と
折
口
信
夫
」
に
つ
い
て
、
田
野

氏
の
視
点
で
解
説
い
た
だ
い
た
。

折
口
が
大
阪
に
つ
い
て
「
野
生
を

帶
び
た
都
會
生
活
」
と
い
う
表
現

を
用
い
た
の
は
、
ア
ラ
ラ
ギ
派
の

歌
人
・
斎
藤
茂
吉
（
以
下
、
茂
吉
）

図1　『上町台地 今昔タイムズ』Vol.19（2023年 春夏秋冬号）1面。
左の二次元コードから、紙面の閲覧ができる。

と
の
誌
面
上
で
の
手
紙
の
や
り
と

り
で
の
こ
と
［
＊
5
］。
古
今
和
歌

集
以
降
の
繊
細
な
歌
風
「
た
お
や

め
ぶ
り
」
に
対
し
て
、
万
葉
集
に

見
ら
れ
る
お
お
ら
か
な
歌
風
「
ま

す
ら
お
ぶ
り
」
の
復
活
を
目
指
す

ア
ラ
ラ
ギ
の
運
動
に
向
け
て
、
万

葉
を
愛
す
る
折
口
が
自
ら
の
思
い

の
丈
を
切
々
と
説
い
て
い
る
も
の

だ
。田

野
氏
は
、
こ
の
手
紙
の
中
で

折
口
が
、
東
北
出
身
の
茂
吉
こ
そ

「
力
の
藝
術
家
」
に
ふ
さ
わ
し
い

「
ま
す
ら
お
ぶ
り
」
の
資
質
の
持

ち
主
で
あ
り
、「
田
舎
に
生
ま
れ

育
っ
た
こ
と
は
非
常
な
祝
福
」
な

の
だ
と
称
賛
し
た
う
え
で
、「
大

阪
は
、
二
代
目
、
三
代
目
で
家
が

絶
え
、
つ
ね
に
新
興
の
気
分
を
保

ち
続
け
て
お
り
、『
野
性
を
帶
び

た
都
會
生
活
、
洗
練
せ
ら
れ
ざ
る

趣
味
を
持
ち
續
け
』、
そ
の
た
め

に
『
比
較
的
野
性
の
多
い
大
阪
人

が
、
都
會
文
藝
を
作
り
上
げ
る
可

能
性
を
多
く
持
つ
て
ゐ
る
か
も
知

れ
ま
せ
ん
』
と
、
大
阪
人
に
よ
る

『
都
會
文
藝
』
の
可
能
性
を
主
唱
」

し
、
都
会
性
と
野
性
が
複
合
す
る

大
阪
の
風
土
に
創
造
の
源
泉
を
見

出
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
て
い

る
。も

う
一
点
、
田
野
氏
が
強
い
関

心
を
向
け
て
い
る
の
が
、
折
口
が

芸
能
者
に
向
け
る
深
い
ま
な
ざ
し

の
中
に
あ
る
〝
野
性
〟
で
あ
る
。

田
野
氏
は
次
の
よ
う
に
解
説
す
る
。

「
大
阪
の
野
性
の
『
発
見
』
は
、

少
年
折
口
を
育
ん
だ
大
阪
南
郊
を

行
き
交
う
、
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
境

遇
や
階
層
の
人
々
、
細
民
の
姿
に

対
し
て
で
し
た
。（
中
略
）
折
口
自

身
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
慣
れ
親
し

ん
だ
、
門
付
け
芸
人
、
大
道
芸
人

た
ち
の
存
在
が
そ
う
で
す
（
図
2
）。

節
季
に
訪
れ
る
放
浪
芸
人
を
『
零

落
し
た
神
』
だ
と
幻
視
す
る
『
ま

れ
び
と
論
』
を
唱
え
た
折
口
信
夫
。

都
会
周
辺
に
生
き
た
芸
能
者
に
向

け
た
彼
の
ま
な
ざ
し
に
は
、
賤
視

と
と
も
に
畏
敬
の
念
が
相
被
さ
っ

て
い
る
の
で
し
た
。」

折
口
は
1
8
8
7
年
、
大
阪
の

周
縁
部
・
海
辺
に
位
置
す
る
西
成

郡
木
津
村
（
現
・
大
阪
市
浪
速
区
敷

折
口
学
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
の
原
点
、

少
年
を
魅
了
し
た
風
土

図2　「大阪に薄れ行く
節分情景」として、郷土
雑誌『上方』38号（1934
年2月号）に掲載された
絵。右端の人物が「厄払
い」で、「節分の夜、戸締
りをした表に立つて『ヤ
ツク拂ひませう』と訪れ
た」との説明がある。
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津
西
1
丁
目
）
に
生
ま
れ
た
。
代
々

医
院
と
薬
種
屋
を
営
む
家
で
、
雑

貨
も
商
っ
て
い
た
。
父
・
秀
太
郎

を
通
し
て
、
折
口
は
幼
い
頃
か
ら

万
葉
集
や
百
人
一
首
な
ど
を
口
伝

に
習
い
、
和
歌
に
親
し
ん
で
育
っ

た
。
小
学
校
時
代
に
は
、
お
遣
い

の
お
駄
賃
を
握
り
し
め
、
道
頓
堀

や
千
日
前
に
向
か
い
、
芝
居
に
夢

中
に
な
っ
た
。
中
学
生
に
な
る
と
、

文
芸
サ
ロ
ン
の
様
相
を
呈
す
心
斎

橋
筋
の
書
店
・
金
尾
文
淵
堂
に
足

し
げ
く
通
い
、
文
学
を
志
す
若
者

た
ち
の
空
気
に
触
れ
、
薄
田
泣
菫

の
第
1
詩
集
『
暮
笛
集
』
や
、
与

謝
野
鉄
幹
・
晶
子
も
寄
稿
し
て
い

た
雑
誌
『
小
天
地
』
な
ど
に
、
心

を
と
き
め
か
せ
て
い
た
。

12
歳
で
入
学
し
た
大
阪
府
立
第

五
中
学
校
（
後
の
旧
制
天
王
寺
中
学

校
）
は
、
自
宅
か
ら
東
へ
約
2
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
の
上
町
台
地
上
に

あ
っ
た
。
6
年
間
往
復
し
た
こ
の

通
学
路
が
、
折
口
少
年
の
心
に
与

え
た
刺
激
は
計
り
知
れ
な
い
。
台

地
の
西
方
に
は
夕
陽
が
沈
む
海
が

広
が
り
、
東
方
に
は
河
内
・
高
安

の
里
へ
続
く
俊
徳
道
が
走
り
、
そ

の
先
に
は
信
貴
の
峰
、
二
上
山
、

葛
城
・
金
剛
の
山
々
が
連
な
る
。

自
ず
と
古
代
へ
と
誘
わ
れ
て
い
く

眺
望
だ
。

こ
の
通
学
路
に
は
、
も
う
一
つ

大
き
な
特
徴
が
あ
っ
た
。
折
口
は

『
自
選
年
譜
』
で
「
江
戸
時
代
以

来
の
貧
窮
街
、
長
町
裏
・
又
は
合

邦
ヶ
辻
（
図
3
）、
家
隆
塚
と
伝
へ

る
夕
陽
ヶ
丘
・
勝
曼
院
・
巫
子
町

を
」
通
っ
た
と
振
り
返
っ
て
い
る
。

台
地
の
坂
を
上
り
下
り
し
、
都
市

の
周
縁
に
生
き
る
、
多
様
な
人
々

が
暮
ら
す
世
界
を
横
断
し
て
、
自

宅
と
学
校
の
間
を
行
き
来
す
る
。

日
々
の
経
験
か
ら
得
た
視
座
は
、

後
の
芸
能
論
や
「
ま
れ
び
と
」
の

概
念
に
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
。

今
昔
タ
イ
ム
ズ
V
o
l
・
19

で
は
、
折
口
少
年
の
通
学
ル
ー
ト

を
推
定
し
て
い
る
オ
ダ
サ
ク
倶
楽

部
代
表
の
高
橋
俊
郎
氏
に
「
上
町

台
地
と
折
口
信
夫
の
原
風
景
（
少

年
折
口
信
夫
が
歩
い
た
跡
を
訪
ね
て
）」

に
つ
い
て
解
説
い
た
だ
い
た
（
図

4
）。
と
り
わ
け
高
橋
氏
は
、「
若

き
折
口
に
と
っ
て
、
特
に
印
象
的

だ
っ
た
光
景
が
あ
っ
た
」
と
し
て
、

「
そ
れ
は
、
上
町
台
地
の
西
方
に

陽
が
沈
む
荘
厳
な
る
光
の
風
景
で
、

私
に
は
、
こ
れ
が
彼
の
思
想
形
成

に
も
大
き
く
影
響
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
思
え
ま
す
。
折
口
の

唱
え
た
概
念
の
う
ち
、
主
な
も
の

に
『
山
中
の
他
界
』
と
『
西
方
の

常
世
』
の
二
つ
が
あ
り
ま
す
。
両

者
共
に
沈
む
夕
陽
と
関
係
す
る
イ

メ
ー
ジ
で
し
た
。
前
者
は
小
説

『
死
者
の
書
』
に
も
描
か
れ
た
山

越
阿
弥
陀
や
當
麻
曼
荼
羅
に
、
後

者
は
西
の
海
の
彼
方
に
あ
る
他
界

『
常
世
』
に
、
そ
れ
ぞ
れ
つ
な
が

る
考
え
方
で
し
た
。」
と
述
べ
て

い
る
。

折
口
は
、
常
世
（
他
界
）
か
ら

や
っ
て
き
て
、
幸
福
を
も
た
ら
す

来
訪
神
と
し
て
の
「
ま
れ
び
と
」

と
人
々
の
関
係
の
在
り
様
に
、
日

本
文
化
の
特
性
を
捉
え
た
。「
ま

お
わ
り
に 

―「
ま
れ
び
と
」と

生
々
流
転
の
風
土
―

れ
び
と
」
は
、
遠
来
の
神
で
あ
る

こ
と
も
あ
れ
ば
、
ご
先
祖
様
で
あ

る
こ
と
も
あ
れ
ば
、「
ほ
か
ひ
び

と
」
や
「
巡
遊
伶
人
」
と
呼
ば
れ

た
流
浪
の
芸
能
者
た
ち
も
含
ま
れ

た
。
町
や
村
を
巡
り
な
が
ら
、

家
々
を
祝
福
し
て
回
る
門
付
け
の

芸
や
、
寺
社
の
境
内
な
ど
で
行
わ

れ
た
説
経
節
や
講
談
や
落
語
や
俄

（
に
わ
か
）、
相
撲
や
浄
瑠
璃
な
ど

さ
ま
ざ
ま
だ
。
そ
れ
ら
の
超
越
的

な
聖
性
を
宿
す
と
同
時
に
、
差
別

に
も
さ
ら
さ
れ
た
「
ほ
か
ひ
び

と
」
や
「
巡
遊
伶
人
」
た
ち
に
、

折
口
は
と
り
わ
け
深
い
眼
差
し
を

向
け
、
文
化
の
周
縁
に
置
か
れ
て

き
た
彼
ら
の
営
み
を
、
文
化
史
の

基
層
に
し
っ
か
り
と
位
置
付
け
て

評
価
し
た
。

国
文
学
者
で
國
學
院
大
學
教
授

の
上
野
誠
氏
は
著
書
『
折
口
信
夫

「
ま
れ
び
と
」
の
発
見
』（
幻
冬
舎
、

2
0
2
2
年
）
の
あ
と
が
き
で
、

次
の
よ
う
に
折
口
を
評
し
て
い
る
。

「
常
に
こ
の
人
は
、
ア
ン
チ
の
道

を
選
ぶ
人
な
の
だ
。
常
に
、
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
ー
の
立
場
か
ら
、
反
発

す
る
心
で
学
問
を
し
て
い
る
人
な

の
で
あ
る
。（
中
略
）
短
歌
創
作
で

も
、
主
流
の
ア
ラ
ラ
ギ
派
と
は
、

途
中
で
決
別
し
た
。
神
道
研
究
で

も
、
け
っ
し
て
主
流
で
は
な
か
っ

た
。
民
俗
学
で
も
、
柳
田
國
男
を

思
慕
し
つ
つ
も
、
柳
田
の
方
法
と

は
正
反
対
の
方
法
を
取
っ
た
。
官

学
に
対
し
て
は
、
私
学
の
立
場
か

ら
発
言
し
た
。
ま
た
、
性
的
に
も
、

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
で
あ
っ
た
。
常

に
、
下
位
者
や
弱
者
、
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
ー
の
立
場
に
立
っ
て
、
上
位

者
や
強
者
に
対
し
て
、
恨
む
心
で

学
問
を
し
て
き
た
人
な
の
だ
。」

間
違
い
な
く
、
そ
の
感
性
や
思

想
の
土
壌
は
、
幼
少
期
・
少
年
期

の
大
阪
で
の
経
験
に
よ
っ
て
耕
さ

れ
、
折
口
学
の
種
を
宿
し
て
い
る
。

折
口
の
独
創
の
ス
ピ
リ
ッ
ツ
こ
そ
、

〝
野
生
〟
の
都
市
・
大
阪
の
賜
物

と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
折
口
が

大
阪
で
暮
ら
し
た
の
は
、
生
ま
れ

て
か
ら
18
歳
ま
で
と
、
東
京
の
國

學
院
大
學
に
進
学
・
卒
業
後
、
一

時
帰
阪
し
大
阪
府
立
今
宮
中
学
校

の
嘱
託
教
員
を
務
め
た
23
歳
か
ら

26
歳
ま
で
。
人
生
の
過
半
は
東
京

で
暮
ら
し
、
國
學
院
大
學
を
拠
点

に
研
究
や
創
作
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
し
か
し
、
前
述
の
茂
吉
へ
の

手
紙
で
も
「
わ
た
し
は
都
會
人
で

す
。
併
し
、
野
性
を
深
く
遺
傳
し

て
ゐ
る
大
阪
人
で
あ
り
ま
す
。」

と
明
言
す
る
ほ
ど
、
大
阪
人
の

ひ
ろ
も
と
・
ゆ
か
り
　

大
阪
ガ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
㈱
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
文
化
研
究

所
研
究
員
。
住
宅
建
築
専
門
誌 『
新
住
宅
』
編
集

員
等
を
経
て
、 

1
9
9
2
年
か
ら
大
阪
ガ
ス
㈱
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
文
化
研
究
所
（
C
E
L
）
研
究
員
。

歴
史
・
生
活
・
文
化
の
視
点
か
ら
、
都
市
居
住
や

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
持
続
的
発
展
に
つ
な
が
る
情
報

発
信
等
に
取
り
組
む
。
共
著
に
『
大
阪 

新
・
長

屋
暮
ら
し
の
す
す
め
』『
地
域
を
活
か
す
つ
な
が

り
の
デ
ザ
イ
ン
―
―
大
阪
・
上
町
台
地
の
現
場
か

ら
』（
と
も
に
創
元
社
）、
共
編
著
に
『
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
デ
ザ
イ
ン
新
論
』（
さ
い
は
て
社
）
な
ど
。

図3 『摂津名所図会』（1796年）から、
「摂州合邦辻」の舞台として知られる「合
法辻・焔魔堂」界隈の様子。近景には
閻魔大王と地蔵の前で祭りの日に子ら
が縄で道行く人を留めて銭を乞う風俗
が、遠景には茶臼山や一心寺や相坂（逢
坂）清水が描かれている（大阪市立図
書館デジタルアーカイブより）。

D
N
A
を
強
く
意
識
し
て
い
た
。

折
口
が
可
能
性
を
見
出
そ
う
と

し
た
大
阪
の
〝
野
生
〟
と
は
、
常

に
生
々
流
転
し
、
聖
俗
、
貴
賤
、

新
旧
…
…
、
異
な
る
も
の
、
流
れ

る
も
の
を
「
ま
れ
び
と
」
と
し
て

受
け
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新

し
い
文
化
を
生
み
出
す
風
土
で
あ

ろ
う
。
社
会
の
分
断
が
際
立
つ
今

こ
そ
、
必
要
と
さ
れ
る
都
市
の
在

り
様
だ
。

さ
て
、
当
連
載
を
締
め
く
く
る

に
当
た
っ
て
、
折
口
も
幼
い
日
に

お
そ
ら
く
目
に
し
た
で
あ
ろ
う
、

中
世
の
歌
人
・
西
行
が
大
阪
の
原

風
景
を
詠
ん
だ
歌
を
記
し
て
お
き

た
い
。「
津
の
国
の
難
波
の
春
は

夢
な
れ
や
　
蘆
の
か
れ
葉
に
風

わ
た
る
な
り
」。
新
古
今
和
歌
集

で
は
冬
の
歌
と
さ
れ
、
枯
れ
果

て
た
世
界
を
強
調
す
る
解
釈
が

一
般
的
だ
が
、「
西
行
物
語
絵
巻
」

で
は
春
の
詞
書
と
と
も
に
描
か

れ
て
い
る
（
図
5
）。
書
誌
学
者
・

日
本
文
学
者
で
生
粋
の
大
阪
人
で

も
あ
っ
た
肥
田
晧
三
氏
（
1
9
3
0

−

2
0
2
1
）
は
、
こ
の
び
ょ
う

び
ょ
う
た
る
冬
枯
れ
の
蘆
の
景
色

の
向
こ
う
に
、
早
春
の
明
る
い
日

が
差
し
て
き
ら
き
ら
と
光
る
海
の

景
色
を
展
望
さ
れ
た
。
そ
の
姿
勢

こ
そ
、〝
野
生
〟
の
都
市
・
大
阪

の
未
来
を
拓
く
も
の
で
あ
り
、
混

迷
の
時
代
に
光
を
見
出
す
地
で
あ

れ
と
、「
ま
れ
び
と
」
の
声
が
聞

こ
え
て
く
る
よ
う
だ
。

図5 『西行物語絵巻』から、鎌
倉時代に西行法師（1118-1190）
が上町台地を通った際、難波の
広大な蘆原に心動かされ詠んだ
とされる歌「津の国の難波の春
は夢なれや  蘆のかれ葉に風わ
たるなり」の場面（国立国会図書
館デジタルコレクションより）。

図4　『上町台地 今昔タイムズ』Vol.19（2023年 春夏秋冬号）2面。
左の二次元コードから、紙面の閲覧ができる。
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